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＜研究の概要＞ 
ETC2.0 データから得られる交通状態の質的指標を用いた新たな事故リスクの分析，携帯電話ビ

ッグデータを用いた観光地のトラベルコスト評価，ならびに工業団地等の地価分析を実施して，道

路のストック効果算出のための計測技術を再構築する． 
 
＜中間評価＞ 
３つのサブテーマ（事故リスクの分析、観光地のトラベルコスト評価、工業団地の地価分析）に

ついてストック効果計測に向けた検討が行われているが、３つのサブテーマ間の関係や全体として

達成すべき内容が明確でないことから、指摘事項に留意しながら現行のとおり推進することが妥当

であると評価する。 
 

＜今後の研究計画・方法への指摘事項＞ 
1. 3 つのサブテーマ間の関係性を明らかにした上で、全体として達成すべき内容をより明確にして

いただきたい。課題整理、高度化では具体性を欠いている。次年度の課題である 3 テーマの総

合化について、具体的に取り組む必要がある。 
2. 3 つのストック効果の計測を通じてストック効果の計測手法全体について統一的にとりまとめ、

一般性のある結論が得られるようにしていただきたい。 

 
※本評価結果は、新道路技術会議の各委員が評価を行い、第 34 回新道路技術会議において審議したものである。 


